
　（単位：円）

         資   産   の   部          負   債   の   部

   科       目    金    額    科       目    金    額

【流動資産】 【 3,670,722,230 】 【流動負債】 【 2,194,522,421 】

   現金及び預金 1,772,245,091    短期借入金 800,000,000

   売掛金 1,807,578,329    買掛金 563,415,354

　 未収入金 780,171    未払金 79,342,373

 　仕掛品 49,886,410    未払費用 95,681,427

　 貯蔵品 415,150 　 前受金 33,196,360

   前払費用 35,822,221    未払消費税 31,756,500

   前払金 3,302,200 　 未払法人税等 81,058,400

　 立替金 582,658    預り金 54,937,007

　 仮払旅費 110,000 　 賞与引当金 455,135,000

【固定資産】 【 512,629,721 】 【固定負債】 【 246,236,694 】

（有形固定資産） ( 57,985,317 ) 　 退職給付引当金 139,180,694

   建物附属設備 44,536,241    役員退職慰労引当金 107,056,000

   什器備品 13,449,076   負  債  合  計 2,440,759,115

（無形固定資産） ( 68,088,563 )          純　資　産　の　部

   ソフトウエア 68,088,563 【株主資本】 【 1,742,592,836 】

（投資その他の資産） ( 386,555,841 ) （資本金） ( 445,000,000 ）

   投資有価証券 4,000,000 （利益剰余金） ( 1,297,592,836 ）

   差入保証金 157,195,700    利益準備金 20,915,000

　 長期前払費用 2,746,221 　 その他利益剰余金 1,276,677,836

   長期繰延税金資産 222,613,920 　 　　繰越利益剰余金 1,276,677,836

  純 資 産 合 計 1,742,592,836

  資  産  合  計 4,183,351,951   負債・純資産合計 4,183,351,951

（貸借対照表注記）

　1.　有形固定資産の減価償却累計額 119,072,541 円

　2.　貸借対照表に計上した固定資産の他、リースにより使用している重要な固定資産として、

　　　コピー、ファックス等の事務機器があります。

貸　借　対　照　表

（平成３０年度決算）

平成３１年３月３１日現在



個 別 注 記 表 

 

Ⅰ. 重要な会計方針に関する注記 

1. 有形固定資産の減価償却の方法 

法人税法の改正に伴い、平成 28 年 4 月 1 日以降に取得した建物附属設備及び構築物に

ついては、改正後の法人税法に規定する減価償却の方法によっております。 

上記以外については、法人税法に規定する方法と同一の基準により、定率法を採用し

ております。 

なお、取得価額が 10 万円以上 20 万円未満の減価償却資産については、法人税法の 

規定に基づき 3 年間で均等償却しております。 

2. 無形固定資産の減価償却の方法 

自社使用のソフトウエアについては、利用可能期間（5 年）に基づく定額法によって 

おります。 

3. 引当金の計上基準 

（1） 賞与引当金は従業員賞与の支給に備えるため、当期に負担すべき支給見込額を

計上しております。 

（2） 退職給付引当金は従業員の退職給与の支出に備えるため、当期末における退職

給付債務および年金資産の見込額に基づき、当期末において発生していると認

められる額を計上しております 

（3） 役員退職慰労引当金は役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく 

当期末退職金要支給額を計上しております。 

 4. 収益及び費用の計上基準 

請負工事契約の当期末までの進捗部分について成果の確実性が認められる場合につい

ては、一定の基準に基づき工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例法）を、

その他の場合については工事完成基準を適用しております。 

5.リース取引の会計処理 

リース契約上の諸条件に照らしてリース物件の所有権が借主に移転すると認められる 

もの以外のファイナンス・リース取引については通常の賃貸借取引に準じて会計処理  

   を行っております。 

6.その他財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理は、税抜方式を採用しております。 

 

II．株主資本等変動計算書に関する注記 

1. 発行済株式の数及び自己株式の数 

   当期末の発行済株式数は 8,900 株であり、すべて普通株式であります。 

   なお、当期末において保有する自己株式はありません。  

2. 配当に関する事項 

（１）当期中に行った剰余金の配当 

      平成 30 年 6 月 21 日開催の定時株主総会において、剰余金の配当について 



次の通り決議し、配当の支払いをいたしました。 

       配当金の総額     13,350,000 円（1 株当たり 1,500 円）  

       配当の原資      利益剰余金 

       配当基準日      平成 30 年 3 月 31 日 

       配当の効力発生日   平成 30 年 6 月 22 日 

   （２）当期の末日後に行う剰余金の配当 

      令和元年 6 月 21 日開催の定時株主総会において、剰余金の配当について 

次の通り付議することとしております。 

       配当金の総額     13,350,000 円（1 株当たり 1,500 円）  

       配当の原資      利益剰余金 

       配当基準日      平成 31 年 3 月 31 日 

       配当の効力発生日   令和元年 6 月 24 日 


